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調査概略 

BSAが 2013年に実施した「BSAグローバルソフトウェア調査」の結果によると、世界中のコンピュ

ーターユーザは、不正ソフトウェアを使用しない最大の理由としてマルウェアによるセキュリティ脅

威を挙げています。しかしながら、正規ソフトウェアの使用を定めた明文化された社内規程を整備し

ている企業は全体の１／３に留まり、自社内のソフトウェアのライセンスが適正であることに強い自

信を示した IT 管理者は、全体の半数にも満たないことが明らかになりました。その他、主な調査結

果は以下のとおりです。 

 世界中で、正規ライセンスのないソフトウェアを PC にインストールしている不正コピー率は、

2011年の 42％から 2013年には 43％へと上昇しました。新興経済国におけるソフトウェア

の不正コピーが過半数を占めていることが主な理由です。 

 世界中のコンピューターユーザは、不正ソフトウェアを使用しない最大の理由としてマルウ

ェアによるセキュリティ脅威を挙げています。不正ソフトウェアに起因するセキュリティリスク

で最も多かった回答は「ハッカーによる不正アクセス」が 64％、次いで「データ損失」の

59％でした。 

 正規ソフトウェアの使用を明文化した社内規程を保有する企業は 35％に留まりました。 

 ソフトウェアの社内規程について従業員と IT管

理者間で大きな認識のギャップがあり、公式な

社内規程の整備状況について、従業員は IT管

理者よりも認識が低いことが分かりました。 

今回の調査結果では、ソフトウェア資産の管理には実

績あるベストプラクティスの導入が重要だと強調してい

ます。例えば BSA が提供する SAM 支援プログラム

Verafirm（ヴェラファーム：www.verafirm.org）などの導

入に加え、SAM に関する社内規程や手順を整備する

ことで、企業はマルウェアやウイルスによる攻撃を防御

できると同時に、ライセンスの追跡、使用率の測定、パ

ッチ管理の実行、ソフトウェア配置の支援、アクセス権

の管理など、自社のソフトウェア資産の適切な管理が可能になります。 

SAMプログラムを導入している企業の IT管理者は、自社内のソフトウェアのライセンスが適正であ

ることに強い自信を示しています。21 世紀の多くの企業にとって、IT コンプライアンスと SAM は競

争力のある差別化要因です。 

本調査について 

IDC と共同実施する「BSAグローバルソフトウェア調査」は、2013年に 110以上の国と地域で PCにインストールされた

不正ソフトウェアの数量と価値を試算するものです。さらに、世界中の 24,000 人以上から得られた回答に基づき、ソフト

ウェアのライセンス、知的財産、新たなテクノロジーに関する社会的傾向と行動を明らかにしています。本調査の調査方

法と報告書全体の詳細については、bsa.org/globalstudy  をご覧ください。 

認識のギャップ 

あなたの会社/組織には、正規ソフトウェアの 

使用に関する規程がありますか？ 

いいえ/知らない 非公式な規程 明文化された規程 

従業員 IT管理者 

http://www.verafirm.org/
http://globalstudy.bsa.org/2013/index.html
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PCにインストールされたソフトウェアの不正コピー率および不正ソフトウェア総額 
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BSAが考えるライセンスコンプライアンス促進のための青写真 

政府自らの事例と奨励によってビジネスユーザを先導 

政府は世界最大のソフトウェアユーザです。あらゆる企業と同じように、優れた IT ガバナンスの実

践と適切なソフトウェア資産管理（SAM）規程を導入することでその恩恵を享受できます。さらに、

国営企業や受託業者、供給業者に、SAMと正規ソフトウェア使用を促進することも重要です。 

一般への啓発と意識向上 

政府や会計・監査の専門家、業界コンサルタント、事業者団体、業界団体などの非営利団体は、ソ

フトウェアのライセンスコンプライアンスおよび不正ソフトウェアの使用とインストールの危険性につ

いて、各組織を教育する必要があります。 

新たなイノベーションを考慮した法律の近代化 

クラウドコンピューティングの出現とネットワーク化されたモバイル機器の急増に伴い、ソフトウェア

はこれまでにない方法で保存、配布、使用されるようになっています。政策立案者は配布の形式や

方法に関わらず、ソフトウェアを確実に保護する必要があります。 

権利執行のための環境整備 

政府は、救済のための有効な手段を提供し、利害関係者間の協力を促進する法的枠組みを構築

し、ソフトウェアの権利侵害を減らす必要があります。以下によって実現が可能です。 

 

BSAについて 

BSA | The Software Alliance（BSA | ザ・ソフトウェア・アライアンス）は、グローバル市場において

世界のソフトウェア産業を牽引する業界団体です。BSAの加盟企業は世界中で最もイノベーティブ

な企業を中心に構成されており、経済の活性化とより良い現代社会を築くためのソフトウェア・ソリ

ューションを創造しています。ワシントン DCに本部を構え、世界 60カ国以上で活動する BSAは、

正規ソフトウェアの使用を促進するコンプライアンスプログラムの開発、技術革新の発展とデジタル

経済の成長を推進する公共政策の支援に取り組んでいます。 
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